
　
　
　
　

一

　
『
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
』（
以
下
『
年
譜
』）
は
、
宋
代
を
代
表
す
る
臨
済
宗
の
禅
僧
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九 —

 
一
一
六
三
）
の
伝
記

に
つ
い
て
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
大
慧
と
い
う
一
禅
僧
の
伝
記
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
当
時
の
禅
宗

ひ
い
て
は
仏
教
界
の
動
向
と
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
彼
の
禅
の
影
響
は
仏
教
界
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
代
の
名
士

貴
顕
に
汎
く
お
よ
ん
で
い
た
た
め
に
、
当
時
の
儒
仏
の
交
渉
を
具
体
的
に
伝
え
る
資
料
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
書
は
、
は
じ
め

祖
詠
と
い
う
禅
者
が
編
纂
し
、
蓮
社
居
士
と
号
し
て
い
た
張
掄
が
淳
煕
十
年
（
一
一
八
三
）
四
月
に
撰
述
し
た
「
大
慧
禅
師
年
譜

序
」を
附
し
て
印
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
張
掄
は
、
能
文
の
士
と
さ
れ
、
孝
宗
朝
の
幸
臣
と
も
目
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
た

だ
し
大
慧
の
門
人
で
あ
っ
た
は
ず
の
祖
詠
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
の
書
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
大
慧
に
近
侍

し
て
い
た
先
輩
僧
た
ち
に
諮
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
た
め
に
、
大
慧
の
法
嗣
の
雲
臥
庵
主
暁
瑩
は
、
お
な
じ
く
法
嗣
の

遯
庵
宗
演
あ
て
の
書
簡
の
な
か
で
、
そ
の
誤
謬
を
き
び
し
く
指
弾
し
た
の
で
あ
っ
た
。
書
簡
を
受
け
と
っ
た
宗
演
は
、
開
禧
元
年

（
一
二
〇
五
）
に
な
っ
て
こ
の
書
を
重
訂
し
、
暁
瑩
の
指
摘
を
容
れ
て
六
十
余
も
の
箇
所
を
改
訂
し
て
刊
行
し
た
と
い
う
。

　

現
在
、
こ
の
『
年
譜
』
は
縮
刻
蔵
（
騰
秩
第
八
冊
）
に
収
め
ら
れ
、
こ
れ
は
明
蔵
に
拠
っ
て
い
る
。
明
蔵
以
前
の
古
本
と
し
て
は
、
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中　
　

西　
　

久　
　

味

中
国
国
家
図
書
館
蔵

　
　
『
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
』
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

陰

隠

韻

吋



わ
が
国
に
伝
わ
る
二
本
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
は
、
立
正
大
学
大
崎
図
書
館
所
蔵
の
覆
宋
五
山
版
一
巻
一
冊
で
あ

る
。
そ
の
二
は
、
内
閣
文
庫
所
藏
の
室
町
後
期
な
い
し
江
戸
初
期
の
も
の
と
さ
れ
る
写
本
一
冊
で
あ
り
、
こ
の
写
本
は
林
羅
山
の

旧
蔵
に
か
か
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
立
正
大
学
五
山
版
は
、
そ
の
影
印
版
が
柳
田
聖
山
・
椎
名
宏
雄
共
編
『
禅
学
典
籍
叢
刊　

第

四
巻
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
内
閣
文
庫
写
本
の
ほ
う
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。
両
者
を
対
比
し
て

み
る
と
、
本
文
の
行
款
は
同
一
で
あ
り
、
と
も
に
「
宝
祐
癸
丑
天
台
比
丘
徳
濬
／
募
縁
重
刊
于
径
山
明
月
堂
」
と
い
う
南
宋
宝
祐

元
年
（
一
二
五
三
）
重
刊
の
刊
記
が
あ
る
。
た
だ
両
者
の
構
成
に
は
い
さ
さ
か
相
違
が
見
う
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
二
本
と
は

別
に
、
中
国
国
家
図
書
館
に
も
同
じ
く
宝
祐
元
年
刊
行
の
南
宋
版
『
年
譜
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
国
家
図
書
館
蔵
の
南
宋
版
『
年
譜
』
に
つ
い
て
は
、
公
開
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
さ
ほ
ど
検
討

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
原
本
に
つ
い
て
直
接
調
査
で
き
な
い
た
め
、
隔
靴
掻
痒
の
感
は
否
め
な
い
が
、
国
家

図
書
館
蔵
の
『
年
譜
』
に
関
連
す
る
資
料
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　

二

　

中
国
国
家
図
書
館
の
南
宋
版
は
、『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
史
部
（
第
四
五
六
頁
）
に
、

　
　
　

大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
一
巻

と
録
さ
れ
る
一
本
で
あ
る
。
こ
の
書
は
も
と
常
熟
瞿
氏
の
鉄
琴
銅
剣
楼
の
所
蔵
に
か
か
り
、
瞿 

撰
『
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
宋
元
本
書

目
』
子
部
（
一
八
九
七
年
）
に
も
、
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右

宇

宋
釈
祖
詠
撰  
宋
宝
祐
元
年
径
山
明
月
堂
刻
本　

一
冊

十
一
行
二
十
字
白
口
左
右
双
辺

烏



　
　
　

大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
一
巻

と
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
鉄
琴
銅
剣
楼
書
影
』
宋
本
書
影
・
子
部
六
〇
（
一
九
二
二
年
）
に
は
、
そ
の
本
文
第
一
葉
が
影
印
さ

れ
、
あ
わ
せ
て
丁
祖
蔭
に
よ
る
識
語
（
同
書
『
識
語
』
巻
三
）
が
附
け
ら
れ
て
い
る
。

　

近
年
に
は
よ
り
詳
し
い
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、『
中
国
国
家
図
書
館
古
籍
珍
品
図
録
』
第
六
六
頁
（
北
京
図
書
館
出
版
社
、

一
九
九
九
年
）
に
は
、
巻
首
に
置
か
れ
た
張
掄
序
文
の
最
後
二
行
と
本
文
第
一
葉
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
、
書
誌
情
報
も
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
南
宋
版
の
原
本
は
実
見
で
き
な
い
が
、
そ
の
鈔
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
鈔
本
は
版
心
に
海

虞
瞿
氏
鉄
琴
銅
剣
楼
影
鈔
本
と
記
し
、
玄
・
弘
・
寧
・
淳
・
丘
な
ど
の
字
を
避
諱
し
、
鉄
琴
銅
剣
楼
に
よ
る
清
代
の
鈔
本
で
あ
る
。

こ
の
鈔
本
の
作
成
に
つ
い
て
は
迫
ら
れ
た
事
情
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
影
鈔
本
と
さ
れ
る
も
の
の
決
し
て
良
本
と
は
言
え
な
い
。
け

れ
ど
も
、
こ
の
鈔
本
に
よ
っ
て
、
本
文
が
わ
が
国
に
伝
存
す
る
さ
き
の
二
種
の
古
本
と
全
同
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
こ

の
書
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
に
よ
っ
て
中
国
国
家
図
書
館
南
宋
版
（
南
宋
重
刊
本
）
の
現
在
の
と
こ
ろ
で
知
り
う
る
書
誌
的
な
情
報
を
ま
と
め
て
み
る

と
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
＊
は
鈔
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
）。

   
　
　

巻
冊    
一
巻
一
冊

　
　

序
文    
＊
張
掄
「
大
慧
禅
師
年
譜
序
」
半
葉
六
行
、
毎
行
十
一
字

　
　

本
文

　
　
　

匡
郭　
　

左
右
双
辺
、
有
界
、
郭
内
（
タ
テ
２
０
・
４
セ
ン
チ×  

ヨ
コ
１
５
・
８
セ
ン
チ
）

　
　
　

行
款　
　

半
葉
十
一
行
、
毎
行
二
〇
字
、
＊
注
文
双
行
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宋
刊
本　

毎
半
葉
十
一
行
、
行
二
十
字
。
宗
演
跋
末
有
墨
図
記
、

云
、
宝
祐
癸
丑
天
台
比
丘
徳
濬
募
縁
重
刊
於
経
［
径
］
山
明
月
堂

羽

迂



　
　
　

紙
数　
　

本
文
六
五
丁

　
　
　

版
心　
　

白
口
、
上
黒
魚
尾

刻
記　
　

＊
（
本
文
第
六
五
丁
ウ
ラ
）
浚
儀
趙
氏
時
浄
同
男
姚
可
遠
／
謹
施
官
会
壱
阡
貫
用
刊
此
録
一
巻
結
／
般
若
縁
所
祈

身
宮
康
泰
寿
筭
延
長
／
南
平
軍
比
丘
慧
昌
発
心
敬 
書

　
　

跋　
　
　

住
華
厳
比
丘
宗
演
跋

　
　

刊
記　
　

宝
祐
癸
丑
天
台
比
丘
徳
濬
／
募
縁
重
刊
於
径
山
明
月
堂

　
　

所
蔵
印　
　
「
閬
源
真
賞
」、「
鉄
琴
銅
剣
楼
」、「
峨
嵋
山
人
収
蔵
図
書
之
記
」、「
顧
印
明
芙
」
等

こ
れ
を
、
さ
き
の
立
正
大
学
五
山
版
の
影
印
に
附
け
ら
れ
て
い
る
椎
名
宏
雄
氏
に
よ
る
解
題
の
書
誌
情
報
（
前
掲
書
四
六
五
頁
）
と

対
比
し
て
み
る
と
、
五
山
版
で
は
匡
郭
内
が
タ
テ
１
９
・
７
セ
ン
チ×  

ヨ
コ
１
４
・
７
セ
ン
チ
と
や
や
小
さ
い
よ
う
で
あ
る
が
、
本

文
末
第
六
五
丁
ウ
ラ
の
刻
記
が
削
除
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
全
同
で
あ
る
。
こ
の
刻
記
の
四
行
は
内
閣
文
庫
写
本
に
の
み
見
え
て
お

り
、
鈔
本
の
刻
記
と
完
全
に
一
致
す
る
。
鈔
本
で
は
最
後
に
「
書
」
一
字
を
欠
く
が
、
そ
れ
を
補
う
こ
と
も
で
き
る
。
こ
う
し
て

五
山
版
な
ら
び
に
内
閣
文
庫
写
本
は
、
推
測
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
と
も
に
南
宋
重
刊
本
の
模
刻
な
い
し
そ
の
謄
写
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
南
宋
重
刊
本
の
鈔
本
で
は
本
文
に
続
く
宗
演
の
跋
と
刊
記
の
後
に
、
書
体
を
異
に
し
て
さ
ら
に
三
篇
の
文
章
が
附

け
ら
れ
て
お
り
、
五
山
版
や
内
閣
文
庫
写
本
『
年
譜
』
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
三
篇
の
文
章
の
う
ち
啓
一
篇
の
み
は
、
五
山
版
で

は
張
掄
序
文
の
前
に
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
内
閣
文
庫
写
本
に
は
こ
の
啓
も
欠
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て

次
に
取
り
あ
げ
た
い
。

景 24

人文科学研究　第129輯胸



　
　
　
　
　

三

　
　

さ
て
、
こ
の
三
篇
の
文
章
は
南
宋
重
刊
本
『
年
譜
』
原
本
に
確
か
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
瞿
鏞
撰
・
瞿
啓
甲
修
訂

『
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録
』
卷
十
八
（
一
八
九
八
年
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
当
該
箇
所
に
傍
点
を
附
し
て
お
く
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
書
の
巻
末
に
は
、
程
公
許
の
跋
・
呂
成
公
の
啓
一
首
・
劉
震
孫
の
書
後
の
三
篇
が
附
け
ら
れ
て
い
る
と
明
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
注
意
さ
れ
る
の
は
呂
成
公
の
啓
で
あ
る
。
呂
成
公
と
は
呂
祖
謙
（
一
一
三
七 ｜

 
一
一
八
一
）、
号
は
東
萊
の
こ

と
。
成
は
呂
祖
謙
の
諡
で
あ
る
。
彼
の
書
啓
が
そ
の
筆
蹟
に
倣
っ
て
印
刻
さ
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
五
山
版
の
張
掄
序
文

の
前
に
添
え
ら
れ
て
い
る
啓
は
、
従
来
誤
解
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
呂
祖
謙
の
書
啓
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
五
山
版
で
は
お
そ
ら
く

こ
の
書
啓
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
見
な
し
て
、
こ
の
一
篇
の
み
を
取
り
出
し
て
冒
頭
に
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
篇
の
文
章
は
、
わ
が
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
写
本
の
二
冊
本
『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』（
以
下
『
大

慧
普
覚
禅
師
語
録
』
に
つ
い
て
は
『
語
録
』
と
略
称
）
の
末
尾
に
も
附
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
中
国
国
家
図
書
館
南
宋
重

刊
本
『
年
譜
』
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
楊
棟
の
書
後
一
篇
が
さ
ら
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
内
閣
文
庫
写
本
『
語
録
』
は

同
『
年
譜
』
と
と
も
に
林
羅
山
の
旧
蔵
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、『
年
譜
』
と
同
様
に
室
町
な
い
し
江
戸
初
期
の
抄
写
と
さ
れ
て
い

る
。
行
款
は
十
一
行
二
〇
字
で
あ
り
、
こ
れ
も
『
年
譜
』
と
同
一
で
あ
る
。
こ
の
写
本
は
序
跋
と
本
文
で
は
筆
が
異
な
り
、
か
つ
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大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
一
卷　
宋
刊
本

宋
釈
祖
詠
編
。
前
有
淳
熙
癸
卯
張
掄
序
、
後
有
比
丘
宗
演
、
及
程
公
許
跋

機

機

機

機

。
又
附
呂
成
公
啓
一
首

機

機

機

機

機

機

、
摹
手
蹟
以
刻
者
。
又

淳
祐
十
二
年
劉
震
孫
書
後

機

機

機

機

機

。
宗
演
跋
末
有
墨
図
記
、
云
、「
宝
祐
癸
丑
天
台
比
丘
徳
濬
募
縁
重
刊
於
径
山
明
月
堂
」。

雨



本
文
に
は
乱
丁
も
あ
る
が
、
必
要
な
か
ぎ
り
で
箇
条
書
き
に
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

 （
Ⅰ
）　

張
浚
撰
「
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
序
」　

紹
興
乙
丑
（
一
一
四
五
）
四
月
八
日

＊
上
冊
・
本
文　
　

住
径
山
能
仁
禅
院
語
録
〔
道
謙
録
・
黄
文
昌
重
編
〕
・
阿
育
王
山
広
利
禅
寺
語
録
〔
恵
然
録
〕
・
再
住
径

山
能
仁
禅
院
語
録
〔
道
先
録
〕

＊
上
冊
・
附
録　
　

少
師
保
信
軍
節
度
使
充
醴
泉
観
使
魏
国
公
張
浚
撰
「
大
慧
普
覚
禅
師
塔
銘
」

 （
Ⅱ
）　

尤 
撰
序
文
（「
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
序
」）　

淳
祐
壬
子
（
一
二
五
二
）
仲
冬

＊
下
冊
・
本
文　
　

住
江
西
雲
門
庵
語
録
〔
悟
本
録
・
黄
文
昌
重
編
〕
・
福
州
洋
嶼
雲
門
庵
語
録
・
泉
州
小
谿
雲
門
庵
語
録
・

雲
居
首
座
寮
秉
拂
・
室
中
機
縁
・
頌
古
・
偈
頌
・
讃
仏
祖
・
自
讃
・
下
火
・
遺
偈

＊
下
冊
・
附
録　
　
「
張
丞
相
（
張
浚
）
跋
」　

隆
興
甲
申
（
一
一
六
四
）
季
夏

 （
Ⅲ
）　

程
公
許
跋

 （
Ⅳ
）　

呂
祖
謙
啓

 （
Ⅴ
）　

劉
震
孫
書
後　

淳
祐
十
二
年
（
一
二
五
二
）
立
秋

 （
Ⅵ
）　

楊
棟
書
後　
　

宝
祐
元
年
（
一
二
五
三
）
四
月
壬
子
（
五
日
）

二
冊
本
『
語
録
』
と
い
う
の
は
、
三
十
巻
本
の
『
語
録
』
が
乾
道
七
、
八
年
（
一
一
七
一
、
七
二
）
に
入
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の

う
ち
の
第
一
巻
か
ら
第
六
巻
を
上
巻
、
第
七
巻
か
ら
第
十
二
巻
ま
で
を
下
巻
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
実
際
に
、
明
蔵
を

底
本
と
し
開
元
寺
版
の
宋
蔵
に
よ
っ
て
校
勘
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
大
正
蔵
四
七
巻
所
収
の
『
語
録
』
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ

の
二
冊
本
の
本
文
は
確
か
に
大
正
蔵
本
の
第
一
巻
か
ら
第
十
二
巻
ま
で
に
完
全
に
一
致
す
る
。
そ
れ
と
は
別
に
、
上
巻
巻
首
に
張
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浚
の
序
文
、
下
巻
巻
首
に
尤 

の
序
文
が
添
え
ら
れ
、
下
巻
巻
末
に
四
篇
の
文
章
が
附
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）

の
二
序
を
除
い
て
、（
Ⅲ
）
か
ら
（
Ⅴ
）
ま
で
が
、
現
存
の
南
宋
重
刊
本
『
年
譜
』
に
も
附
け
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
文
章
で
あ
る
。

ま
た
（
Ⅵ
）
の
楊
棟
書
後
は
、
こ
の
写
本
の
二
冊
本
『
語
録
』
に
か
ぎ
っ
て
附
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

二
冊
本
『
語
録
』
の
古
版
に
つ
い
て
も
、
他
に
元
の
泰
定
二
年
（
一
三
二
五
）
刊
本
が
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
元
版
で
は
写
本
と
同
様
に
上
下
冊
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
首
に
張
浚
と
尤 

の
二
序
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
本
文
と
は
筆
が
異
な
り

補
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
覆
宋
五
山
版
の
上
冊
の
み
が
成
簣
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
、
巻
首
に
は
も
と
の
宋
版
の
形
式
を
と

ど
め
る
張
浚
の
序
文
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
張
浚
と
尤 

の
序
文
に
つ
い
て
は
二
冊
本
『
語
録
』
に
も
と
も

と
附
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
書
末
の
四
篇
の
文
章
は
元
版
に
は
見
え
て
い
ず
、
五
山
版
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。
現
在
知
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
内
閣
文
庫
写
本
の
み
に
附
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
四
篇
が
何
故
附
け
ら
れ
た
の

か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
内
閣
文
庫
写
本
の
ば
あ
い
、
お
そ
ら
く
『
年
譜
』
と
二
冊
本
『
語
録
』

が
同
時
に
抄
写
さ
れ
、
そ
の
さ
い
、『
年
譜
』
の
末
尾
に
附
け
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
四
篇
が
、
内
容
か
ら
み
て
『
語
録
』
の
ほ
う
に

附
く
の
が
適
当
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
移
さ
れ
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
と
関
連
し
て
宝
祐
元
年
南
宋
重
刊
本
の
構
成
内
容
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
二
冊
本
『
語
録
』
に
附
け
ら
れ
て

い
る
（
Ⅱ
）
の
尤 

に
よ
る
『
語
録
』
序
文
に
は
、
文
中
に
「
径
山
の
徳
濬
上
人
、
再
び
刻
版
し
、
以
て
其
の
伝
を
広
め
ん
と
欲

す
」
と
言
い
、
こ
の
序
は
重
刊
の
さ
い
に
著
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
宝
祐
元
年
重
刊
本
に
は
『
年
譜
』
と
と
も
に
『
語
録
』

も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
、
二
冊
本
『
語
録
』
の
古
本
に
は
、
尤 

序
文
と
あ
わ
せ
て
、（
Ⅰ
）
の
張
浚
に
よ
る
序
文
も
附
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
序

は
紹
興
十
五
年
に
撰
述
さ
れ
て
い
る
。
文
中
に
「
門
人
道
謙
、（
大
慧
の
）
語
録
を
持
し
て
至
る
。 
予 
れ
徧
観
詳
閲
す
る
に
、
江
河

わ

を
決
す
る
が
若
し
云
云
」
と
言
う
こ
と
か
ら
、
道
謙
が
大
慧
の
記
録
を
張
浚
に
呈
示
し
て
、
彼
に
序
を
乞
う
た
も
の
か
と
推
測
さ
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れ
る
。
張
浚
は
秦
檜
と
対
立
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
に
は
長
沙
に
寓
居
し
て
い
た
が
、
大
慧
も
ま
た
同
様
に
紹
興
十
一
年
よ
り

衡
州
に
配
流
に
な
っ
て
い
た
。
道
謙
が
両
者
の
間
の
使
者
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
時
の
大
慧
の
語
録
は
、
時

期
的
に
も
径
山
寺
に
お
け
る
最
初
の
住
持
ま
で
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
道
謙
自
身
が
筆
録
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
二
冊
本
『
語
録
』
の
本
文
冒
頭
に
置
か
れ
る
道
謙
録
・
黄
文
昌
重
編
の
「
住
径
山
能
仁
禅
院
語
録
」
が
、
そ

れ
に
相
当
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
張
浚
の
序
文
は
、
が
ん
ら
い
こ
の
道
謙
筆
録
部
分
に
か
ぎ
っ
て
附
け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
し
、
二
冊
本
『
語
録
』
で
は
、
も
と
の
道
謙
の
筆
録
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
す
で
に
黄
文
昌
に
よ
る
重
編
を
経
た
も

の
を
収
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

い
っ
た
い
、
宋
蔵
に
入
蔵
さ
れ
た
三
十
巻
本
『
語
録
』
と
は
別
に
、
単
行
本
と
し
て
は
、
ま
ず
こ
の
張
浚
の
序
文
が
附
け
ら
れ

た
道
謙
の
筆
録
部
分
の
み
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
は
、
陳
振
孫
『
直
齋
書
録
解
題
』
巻
十
二
に
、

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
歴
代
の
書
目
中
で
は
大
慧
の『
語
録
』に
つ
い
て
の
最
も
早
い
記
録
で
あ
る
。
張

魏
公
と
は
張
浚
。
四
巻
と
い
う
の
も
、
大
正
蔵
所
収
『
語
録
』
の
「
住
径
山
能
仁
禅
院
語
録
」
が
四
巻
と
な
っ
て
い
る
の
と
一
致

す
る
。
陳
振
孫
に
つ
い
て
は
、
淳
祐
九
年
（
一
二
四
九
）
に
致
仕
し
、
ほ
ど
な
く
卒
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
宝
祐

元
年
に
重
刊
さ
れ
る
直
前
ま
で
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
く
臆
測
す
る
し
か
な
い
が
、『
語
録
』

が
重
刊
さ
れ
た
さ
い
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
語
録
』
に
附
け
ら
れ
て
い
た
張
浚
序
文
が
あ
わ
せ
て
再
録
さ
れ
た
と
し
て
も

不
都
合
は
な
い
。  

　

で
は
、
重
刊
さ
れ
た
さ
い
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
た
『
語
録
』
は
、
こ
の
張
浚
と
尤 

の
二
序
が
附
け
ら
れ
て
い
た
ら
し
い

二
冊
本
で
あ
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
と
も
断
定
で
き
な
い
。『
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録
』
巻
十
八
の
『
年
譜
』
の
下
に
は
、
さ
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き
の
引
用
に
続
い
て
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
重
刊
さ
れ
た
の
は
三
十
巻
本
『
語
録
』
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
ほ
か
『
宗
門
武
庫
』『
遺

録
』
も
同
刻
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
後
者
の
『
遺
録
』
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
著
述
が
同
刻
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
、
徐
立
齋
の
『
含
経
堂
書
目
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
と
い
う
。
徐
立
齋
は
、
康
熙
年
間
の
内
閣
大
学
士
で
あ
っ
た
徐
元
文
、

号
は
立
齋
（
一
六
三
四｜

一
六
九
一
）
の
こ
と
。
残
念
な
が
ら
現
在
で
は
当
該
の
書
目
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ち

な
み
に
王
国
維
の
『
両
浙
古
刊
本
考
』
巻
上
・
杭
州
府
刊
板
（
一
九
二
二
年
）
に
も
、

と
出
て
い
る
。
こ
れ
は
『
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録
』
に
そ
の
ま
ま
従
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
以
上
か
ら
推
測
さ
れ
る
宝
祐
元
年
に
重
刊
さ
れ
た
大
慧
関
係
の
著
述
は
、
ひ
と
ま
ず
次
の
よ
う
に
な
る
。『
年
譜
』
末

尾
に
附
録
さ
れ
た
四
篇
の
文
章
の
う
ち
、
程
公
許
の
跋
文
は
、『
語
録
』
の
尤 

序
文
に
あ
い
応
じ
た
か
た
ち
で
著
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
他
の
三
篇
も
『
年
譜
』
に
の
み
関
わ
る
内
容
で
は
な
く
、
重
刊
さ
れ
た
著
述
全
体
に
附
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、『
年
譜
』
そ
の
他
の
著
述
は
『
語
録
』
に
附
属
さ
れ
た
も
の
で
、
か
つ
『
年
譜
』
が
最
後
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な

か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
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案
、
師
（
大
慧
）
著
与
『
年
譜
』
同
刻
者
、
有
『
宗
門
武
庫
』
一
巻
、『
遺
録
』
一
巻
、『
語
録
』
三
十
巻
。
見
徐
立
齋
相
国

『
含
経
堂
書
目
』。

唄

欝

大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
一
巻　

宗
門
武
庫
一
巻　

語
録
三
十
巻　

遺
録
一
巻

　

宝
祐
癸
丑　

天
台
比
丘
徳
濬
募
縁
重
刊
於
径
山
明
月
堂

宝
祐

元
年



　
　

①
『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』

　

？
（
Ⅰ
）　

張
浚
撰
「
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
序
」　

紹
興
乙
丑
（
一
一
四
五
）
四
月
八
日

　
　
 
（
Ⅱ
）　

尤 
撰
「
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
序
」　

淳
祐
壬
子
（
一
二
五
二
）
仲
冬

　
　
　

＊
語
録
本
文　

三
十
卷

　
　

②
『
宗
門
武
庫
』
一
卷

　
　

③
『
遺
録
』
一
卷 

　
　

④
『
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
』

　
　
　

＊
張
掄
撰
「
大
慧
禪
師
年
譜
序
」　

淳
熙
癸
卯
（
一
一
八
三
）　

四
月
望
日

　
　
　

＊
年
譜
本
文

　
　
　

＊
比
丘
宗
演
跋
（
開
禧
乙
丑 
一
二
〇
五
以
後
）

　
　
　

＊
宝
祐
癸
丑
（
一
二
五
三
）
重
刊
記

　
　
 
（
Ⅲ
）　

程
公
許
跋

　
　
 
（
Ⅳ
）　

呂
祖
謙
啓

　
　
 
（
Ⅴ
）　

劉
震
孫
書
後　

淳
祐
十
二
年
（
一
二
五
二
）
立
秋

　
　
 
（
Ⅵ
）　

楊
棟
書
後　

宝
祐
癸
丑
（
一
二
五
三
）
四
月
壬
子
（
五
日
）

　

な
お
、
刊
記
に
は
天
台
比
丘
徳
濬
が
径
山
明
月
堂
で
重
刊
し
た
と
あ
る
。
径
山
明
月
堂
は
も
と
大
慧
の
住
庵
の
名
で
あ
り
、
現

在
も
径
山
寺
境
内
に
そ
の
位
置
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
徳
濬
と
い
う
僧
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、『
無
準
師
範
禅
師
語
録
』
巻

五
に
は
「
徳
濬

機

機

請
」
に
よ
る
無
準
の
自
讃
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
推
測
す
る
と
、
彼
は
無
準
の
門
人
で
あ
っ
た
可
能
性
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が
あ
る
。
宝
祐
元
年
よ
り
数
年
前
の
淳
祐
九
年
ま
で
径
山
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
の
が
無
準
師
範
（
一
一
七
八 —

 
一
二
四
九
）
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
彼
の
門
下
に
は
錚
錚
た
る
禅
匠
を
輩
出
し
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
わ
が
円
覚
寺
開
山
の
無
学
祖
元（
一
二
二

六 —
 
一
二
八
六
）、
建
長
寺
第
二
世
の
兀
庵
普
寧
（
？ —

 
一
二
七
六
）
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
聖
一
国
師
円
爾
（
一
二
〇
二—

 
一
二
八
〇
）

を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
留
学
僧
も
そ
の
門
下
に
あ
っ
た
。
徳
濬
が
こ
れ
ら
の
禅
師
た
ち
に
近
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
に
よ
っ
て

重
刊
さ
れ
た
『
年
譜
』
等
の
大
慧
に
関
す
る
著
述
は
、
早
い
時
期
に
日
本
に
将
来
さ
れ
、
五
山
で
伝
承
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。

　
　
　
　
　

四

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
宝
祐
元
年
重
刊
本
の
う
ち
、
本
文
と
は
別
に
附
け
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
（
Ⅰ
）
か
ら
（
Ⅵ
）
の
序

跋
等
は
、
当
時
の
思
想
状
況
を
窺
わ
せ
る
資
料
で
も
あ
り
、
ま
た
一
般
に
は
目
に
触
れ
る
こ
と
の
少
な
い
文
章
で
あ
る
。
以
下
に

移
録
し
、
い
さ
さ
か
附
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

 （
Ⅰ
）　

張
浚
撰
「
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
序
」　

紹
興
十
五
年
（
一
一
四
五
）

　

如
來
正
法
眼
藏
、
大
迦
葉
一
笑
、
而
得
其
傳
。
回
視
五
千
四
／

　

十
八
卷
之
書
、
如
彼
黄
葉
、
聊
（
而
）
止
兒
啼
。
了
無
一
語
、
佛
實
有
／

　

説
。
上
智
明
徹
、
於
此
證
悟
、
護
持
涵
養
、
與
道
爲
一
。
息
熱
裂
／

　

網
、
摧
邪
淨
濁
。
光
明
所
燭
、
濟
物
無
盡
。
嘗
觀
堯
舜
之
世
、
君
／

　

臣
相
與
垂
衣
正
裳
、
于
一
堂
之
上
都
兪
、
可
否
目
撃
而
決
。
／
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意
其
君
臣
之
間
、
所
自
得
者
深
、
毫
髪
弘
（
私
）
念
不
起
胸
中
。
故
／

　

淵
默
躬
行
、
四
海
説
眼
（
服
）。
祖
師
直
指
人
心
、
見
性
成
佛
、
其
亦
／

　

發
明
斯
道
也
歟
。
／

　

佛
日
杲
公
、
得
法
於
圜
悟
禪
師
、
臨
濟
宗
風
、
頼
以
不
墜
。
門
／

　

人
道
謙
持
語
録
至
。
予
徧
觀
詳
閲
、
若
決
江
河
。
其
機
鋒
峻
／

　

拔
、
又
將
超
出
圜
悟
蹊
徑
。
嗚
呼
休
哉
。
傳
之
萬
世
、
無
疑
也
。
／

　

公
與
士
大
夫
交
游
厚
善
。
倘
見
乎
此
、
而
深
達
窮
通
死
生
／

　

之
分
、
可
以
爲
吾
道
之
助
。
紹
興
乙
丑
四
月
八
日
紫
巖
居
／

　

士
張
浚
序
／

　

上
述
の
よ
う
に
、
こ
の
序
文
は
重
刊
さ
れ
た
『
語
録
』
に
附
け
ら
れ
て
い
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
二
冊
本
『
語
録
』

の
伝
存
す
る
岩
瀬
文
庫
元
版
・
内
閣
文
庫
江
戸
初
期
写
本
に
は
、
重
刊
の
さ
い
著
さ
れ
た
尤 

序
文
と
あ
わ
せ
て
附
け
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
と
も
に
補
写
に
よ
る
。
ま
た
成
簣
堂
文
庫
五
山
版
に
附
け
ら
れ
た
こ
の
序
文
は
最
も
完
全
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
五
山
版
は
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
石
井
修
道
氏
「
大
慧
語
録
の
基
礎
的
研
究
（
上
）」
に
移
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
内
閣
文
庫
写
本
を
移
録
し
、
石
井
氏
の
録
文
に
よ
っ
て
括
弧
内
に
誤
写
を
訂
正
し
て
お
く
。
二
冊
本
『
語
録
』
の
古
本
は
わ

が
国
に
の
み
伝
存
す
る
ら
し
く
、
し
た
が
っ
て
張
浚
序
文
も
同
様
で
あ
る
。
張
浚
（
一
〇
九
七—

 
一
一
六
四
）
の
字
は
徳
遠
、
紫
巌

と
号
し
、
魏
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
る
。
張
栻
の
父
。
朱
熹
に
「
少
師
保
信
軍
節
度
使
魏
国
公
致
仕
贈
太
保
張
公
行
状
」
が
あ
り
、『
宋

史
』
巻
三
六
一
に
立
伝
さ
れ
る
。
ま
た
『
宋
元
学
案
』
巻
四
四
。
大
慧
み
ず
か
ら
方
外
の
道
友
と
し
て
の
張
浚
を
語
っ
た
も
の
と
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鰻
姥

イ

イ
「
説
」
字
は
五
山
版
に
「
悅
」
字
に
作
る
。　

ロ
「
倘
」
字
は
五
山
版
に
「
儻
」
字
に
作
る
。

ロ



し
て
「
紫
巌
居
士
画
像
讃
並
序
」
が
あ
る
。
張
浚
に
つ
い
て
は
い
ま
詳
説
を
控
え
る
。『
全
宋
文
』
で
は
彼
の
文
集
の
佚
文
蒐
集
に

努
め
、
巻
四
一
二
一
以
下
に
三
五
一
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
序
文
は
含
ま
れ
な
い
。
な
お
、
普
覚
は
大
慧
の
諡
号
で
あ

る
か
ら
、
序
文
の
題
名
は
後
人
に
よ
る
附
加
と
な
る
。

　
（
Ⅱ
）　

尤 
撰
「
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
序
」　

淳
祐
十
二
年
（
一
二
五
二
）

大
惠
説
法
、
縦
橫
踔
厲
、
如
孫
呉
之
用
兵
、
而
廣
闊
弘
深
、
不
可
涯
涘
、
如
大
海
水
。
魚
龍
飲
者
、
莫
不
取
足
。
今
擧
平
昔

聞
見
二
則
。
朱
文
公
少
年
不
樂
讀
時
文
。
因
聽
一
尊
宿
説
禪
直
指
本
心
、
遂
悟
昭
昭
靈
靈
一
著
。
十
八
歳
請
擧
。
時
從
劉
屏

山
。
屏
山
意
其
必
留
心
擧
業
。
曁
搜
其
篋
。
只
大
慧
語
録
一
帙
爾
。
次
年
登
科
。
故
公
平
生
深
知
禪
學
骨
髓
、
透
脫
關
鍵
。

此
上
根
利
器
、
於
此
取
足
者
也
。  

早
得
於
潘
子
善
丈
云
爾
。
因
取
語
録
讀
之
、
至
老
不
敢
釋
手
。
往
在
舂
陵
、
永
嘉
徐
棘

卿
瑄
亦
貶
是
邦
、
未
幾
忽 
象
臺
。
將
行
憂
然
涕
泣
。  

授
以
所
携
本
。
徐
卿
亟
取
讀
之
、
達
旦
不
寐
。
次
日
欣
悅
忘
憂
、

與
昨
日 

然
二
人
也
。
遂
携
以
去
、
手
抄
一
本
、
乃
見
還
。
後
三
年
、
徐
沒
于
貶
所
。
臨
終
殆
同
游
戲
、
不
疾
沐
浴
而
逝
。
此

書
之
靈
驗
如
此
、
蓋 

之
親
覩
也
。
徑
山
濬
上
人
欲
再
刻
版
以
廣
其
傳
。
因
爲
談
此
兩
則
、
可
勸
願
見
樂
施
者
。
士
流
中
、

因
此
書
悟
發
者
多
、
不
能
徧
擧
也
。
淳
祐
壬
子
仲
冬
日
、
晋
陵
尤 

敬
書

　

こ
の
序
文
は
二
冊
本
『
語
録
』
の
岩
瀬
文
庫
元
版
・
内
閣
文
庫
江
戸
初
期
写
本
に
附
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
卍
字
蔵
所
収
の
十

二
巻
本
『
語
録
』
に
も
附
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
従
来
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
岩
瀬
文
庫
元
版
に
補
写
さ
れ
た
も
の
を

移
録
し
、
誤
字
は
訂
正
し
て
お
く
。
こ
の
ほ
か
、『
佛
祖
歴
代
通
載
』
巻
二
〇
（
大
正
巻
四
九
・
六
九
一
頁
ａ
）
に
も
録
さ
れ
る
が
全

文
で
な
い
。『
全
宋
文
』
巻
七
六
八
一
に
も
「
題
大
慧
語
録
」
と
し
て
収
録
さ
れ
る
が
、『
宗
統
編
年
』
か
ら
の
引
用
で
完
全
で
な

い
。
ま
た
、
誤
っ
て
こ
れ
を
続
蔵
所
収
の
『
大
慧
禅
師
禅
宗
雑
毒
海
』
の
序
文
と
し
て
い
る
。
尤 

（
一
一
九
〇 —

一
二
七
二
）
は
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木
石
と
号
し
、
嘉
定
元
年
（
一
二
〇
八
）
の
進
士
。
淳
祐
十
二
年
五
月
に
は
礼
部
侍
郎
、
そ
の
十
一
月
に
は
権
工
部
尚
書
に
任
ぜ
ら

れ
て
い
る
。（
Ⅲ
）
の
程
公
許
跋
文
で
彼
を
木
石
尤
貳
卿
と
称
し
て
い
る
の
は
、
礼
部
侍
郎
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
文
中
に
朱

熹
（
一
一
三
〇—

 
一
二
〇
〇
）
と
徐
瑄
（
？—

 
一
二
二
八
）
と
が
大
慧
の
『
語
録
』
を
指
針
と
し
た
と
い
う
軼
事
が
語
ら
れ
る
。
徐
瑄

に
つ
い
て
は
尤 

自
身
の
見
聞
で
あ
る
が
、
朱
熹
の
話
は
そ
の
門
人
の
潘
時
挙
（
字
は
子
善
）
か
ら
の
伝
聞
と
し
て
記
す
。
朱
熹

が
進
士
及
第
し
た
紹
興
十
八
年
（
一
一
四
八
）
前
後
に
は
、
大
慧
は
衡
州
に
配
流
さ
れ
て
い
た
。
朱
熹
が
所
持
し
て
い
た
と
い
う
大

慧
の
語
録
と
は
、
あ
る
い
は
道
謙
の
編
纂
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
話
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

む
し
ろ
尤 

が
大
慧
と
朱
熹
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
（
Ⅲ
）　

程
公
許
跋

 
大
慧
禪
師
語
録
板
、
頃
爲
丙
丁
童
所
奪
、
寺
僧
德
濬
謀
再
繡
梓
以
惠
後
學
。
公
許
嘗
爲
作
二
頌
、
俾
持
叩
檀
度
。
辛
亥
歳
、

蒙
恩
召
還
班
列
。
濬
復
來
謁
、
則
知
信
施
雲
集
、
工
役
將
竣
。
以
木
石
尤
貳
卿
序
跋
見
示
、
退
而
伏
讀
、
所
擧
二
事
最
爲
切

當
。
大
率
先
正
宿
儒
、
衞
道
植
敎
、
議
論
間
不
得
不
爲
限
防
。
然
理
之
所
在
、
本
無
二
致
。
或
者
未
嘗
窺
斑
嘗
臠
、
膠
於
形

迹
、
而
輕
加
詆
訾
、
余
毎
病
焉
。
後
之
覽
是
録
者
、
能
先
以
木
石
之
言
而
求
之
、
思
過
半
矣
。
是
歳
良
月
既
望
、
滄
州
叟
程

公
許
書
於
武
林
寓
舍
。

　

こ
の
跋
文
は
中
国
国
家
図
書
館
南
宋
重
刊
本
『
年
譜
』
と
内
閣
文
庫
江
戸
初
期
写
本
『
語
録
』
の
み
に
附
け
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
し
内
閣
文
庫
写
本
に
は
誤
写
脱
字
等
が
見
う
け
ら
れ
る
。
中
国
国
家
図
書
館
蔵
『
年
譜
』
の
活
字
版
が
、『
宋
人
年
譜
叢
刊
』

（
四
川
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
そ
の
他
に
収
録
さ
れ
る
。
ま
た
『
全
宋
文
』
巻
七
三
三
九
に
「
大
慧
禅
師
語
録
跋　

淳
祐
十
一

年
十
月
」
と
題
し
て
収
め
ら
れ
る
が
、
日
付
に
は
疑
問
が
あ
る
。
南
宋
重
刊
本
の
原
文
を
確
認
で
き
な
い
た
め
、
ひ
と
ま
ず
こ
れ
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ら
の
活
字
版
に
従
っ
て
お
く
。
程
公
許
（
一
一
八
二 —

 
？
）
は
『
宋
史
』
巻
四
一
五
に
立
伝
さ
れ
る
。
嘉
定
四
年
（
一
二
一
一
）
の

進
士
。
時
の
宰
相
鄭
清
之
を
批
判
し
た
た
め
に
、
湖
州
に
四
年
蟄
居
し
て
い
た
が
、
権
刑
部
尚
書
と
し
て
朝
廷
に
復
帰
し
た
。
そ

れ
が
辛
亥
歳
す
な
わ
ち
淳
祐
十
一
年
（
一
二
五
一
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
跋
文
か
ら
知
ら
れ
る
。『
大
慧
禅
師
語
録
』
の
版
木

は
お
そ
ら
く
径
山
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
火
災
に
あ
っ
た
た
め
、
同
寺
の
德
濬
が
重
刊
を
発
願
し
募
縁
し
た
と
い

う
重
刊
時
の
事
情
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
德
濬
は
ま
ず
尤 

に
序
文
を
依
頼
し
、
そ
れ
を
程
公
許
に
呈
示
し
て
跋
文
撰
述
を
乞
う

た
ら
し
い
。（
Ⅱ
）
の
尤 

序
文
は
淳
祐
十
二
年
十
一
月
に
著
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
跋
文
は
そ
れ
よ
り
以
後
の
年
の
十
月
十
六

日
（
良
月
既
望
）
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
と
す
れ
ば
宝
祐
元
年
の
撰
述
と
な
る
。
程
公
許
が
賛
意
を
述
べ
て
い
る
尤 

序
文

中
の
二
事
と
は
、
さ
き
の
朱
熹
と
徐
瑄
の
軼
事
で
あ
る
。

　
（
Ⅳ
）　

呂
祖
謙
啓

　
　
祖
謙　

悚
息
上
啓

　
　

大
慧
入
般
涅
槃
、
法
門
山
摧
梁
壊
、
四
海
道
俗
失
所

　
　

師
仰
。
自
領

　
　

遺
問
、
私
心
慘
怛
、
迨
今
未
已
。
竊
惟

　
　

師
資
之
重
、
其
何
以
堪
。
此
道
墜
地
、
任
是
責
者
、
實

　
　

在　

可
庵
。
必
將　

勉
爲
衆
生
續
佛
慧
命
、

　
　

固
不
可
專
於
獨
善
也
。
至
禱
至
禱
。

　
　

杖
錫
今
尚
留
塔
下
、
或
徑
爲
歸
福
唐
計
、
望

　
　

一
報
。
益
遠
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道
論
。
敢
冀

　
　

以
時
珍
重
。
不
宣
。　　
祖
謙　

悚
息
上
啓

　
　

可
庵　

禪
師　
侍
者

          　
　
祖
謙　

有
少
香
燭
、
託　

賢
公
爲
爇
於

　
　
　
　
　
塔
下
。
或
賢
公
偶
出
、
煩

　
　
　
　
　
可
庵
爲
爇
之
也
。　　
　
　

祖
謙

　

こ
の
呂
祖
謙
啓
は
、
中
国
国
家
図
書
館
南
宋
重
刊
本
『
年
譜
』
・
立
正
大
学
五
山
版
『
年
譜
』
・
内
閣
文
庫
江
戸
初
期
写
本
『
語

録
』
に
附
け
ら
れ
て
い
る
。『
宋
人
年
譜
叢
刊
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
る
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
活
字
版
は
、
こ
の
書
啓
の
も
と
の

か
た
ち
を
留
め
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
南
宋
重
刊
本
を
忠
実
に
模
し
た
と
思
わ
れ
る
五
山
版
『
年
譜
』
の
冒
頭
に
附
け
ら
れ
た
も
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祖
謙　
 
悚
息 
つ
つ
し

み
て
啓
を 
上 
る　

大
慧
、
般
涅
槃
に
入
り
、
法
門
は
山
摧
れ
梁
壊
れ
、
四
海
の
道
俗
は
師
仰
す
る
と
こ
ろ
を
失
い
た

た
て
ま
つ

り
。
遺
問
を 
領 
わ
り
し
よ
り
、
私
心
惨
怛
し
、
今
に
迨
る
ま
で
未
だ
已
ま
ず
。
竊
か
に
惟
え
ら
く
、
師
資
の
重
き
こ
と
、
其
れ
何

う
け
た
ま

ん
ぞ
以
て
堪
え
ん
や
。
此
の
道
、
地
に
墜
ち
ん
と
す
。
是
の
責
に
任
ず
る
者
は
、
実
と
に
可
庵
に
在
り
。
必
ず
将
に
勉
め
て
衆
生

の
為
に
仏
の
慧
命
を 
続 
ぎ
、
固
よ
り
独
善
を
専
ら
に
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
至
禱
至
禱
。
杖
錫
、
今
ま
尚
お
塔
下
に
留
む
る
や
、

つ

或
い
は 
径 
ち
に
福
唐
に
帰
る
の
計
を
為
す
や
、
一
報
を
望
む
。 
益 
す
道
論
よ
り
遠
ざ
か
り
た
り
。
敢
え
て
冀
わ
く
ば
時
を
以
て
珍

た
だ 

ま
す
ま

重
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
不
宣
。

祖
謙　
 
悚
息 
つ
つ
し

み
て
啓
を 
上 
る

た
て
ま
つ

可
庵
禪
師　
侍
者

祖
謙
に
少
か
香
燭
あ
り
て
、
賢
公
に
託
し
て
為
に
塔
下
に
爇
か
ん
と
す
。
或
い
は
賢
公
偶
ま
出
ず
れ
ば
、
可
庵
を
煩
わ
し
て
為
め
に
之
を
爇
か
れ
ん
こ

と
を
。　

祖
謙



の
を
移
録
し
て
お
く
。
た
だ
し
呂
祖
謙
の
筆
跡
に
つ
い
て
は
ど
の
程
度
意
図
し
て
写
さ
れ
た
か
不
明
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

は
呂
祖
謙
が
、
隆
興
元
年
（
一
一
六
三
）
八
月
の
大
慧
の
示
寂
に
さ
い
し
て
、
法
嗣
の
可
庵
慧
然
に
弔
慰
を
述
べ
た
書
簡
で
あ
る
。

大
慧
の
示
寂
よ
り
ほ
ど
な
い
頃
で
あ
ろ
う
。
可
庵
は
福
州
雪
峯
山
に
住
し
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
と
き
径
山
に
滞
在
し
て
い
た
ら

し
い
。
呂
祖
謙
は
可
庵
に
福
唐
に
帰
る
予
定
を
尋
ね
て
い
る
。
あ
た
か
も
隆
興
元
年
四
月
に
呂
祖
謙
は
進
士
及
第
し
、
さ
ら
に
博

学
宏
詞
科
に
も
合
格
し
て
お
り
、
臨
安
に
あ
っ
た
。
彼
は
こ
れ
よ
り
さ
き
十
九
歳
の
と
き
、
父
の
赴
任
に
従
っ
て
福
唐
に
赴
い
て

い
る
。
福
唐
は
福
州
を
言
う
で
あ
ろ
う
。
呂
祖
謙
は
そ
の
こ
ろ
朱
熹
と
出
会
っ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
可
庵
と
も
知
り
合
っ
た
も

の
か
。
な
お
、
文
中
の
賢
公
は
、
大
慧
の
示
寂
の
と
き
近
侍
し
て
い
た
了
賢
（
福
巌
了
賢
）
の
こ
と
。
呂
祖
謙
は
彼
と
も
知
り
あ

い
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
自
ら
に
代
わ
っ
て
大
慧
の
塔
へ
の
焼
香
を
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
Ⅴ
）　

劉
震
孫
書
後   
淳
祐
十
二
年
（
一
二
五
二
）

成
公
、
學
夫
子
者
也
。
顧
於
／　

大
慧
尊
尚
若
此
、
夫
豈
無
所
爲
而
然
哉
。
方
賊
檜
檀
［
擅
］
國
、
挾
／　
 
虜 
要
君
、
滅

棄
綱
常
、
戕
毒
忠
義
。
天
下
之
士
敢
怒
而
不
敢
／　

言
。
大
慧
於
此
時
、
乃
能
犯
不
測
之
禍
、
陳
義
切
責
、
瀕
死
靡
／　

悔
。

風
概
凜
凜
、
實
紫
巖
・
橫
浦
一
輩
人
。
此
其
有
關
於
世
道
／　

甚
大
。
宜
公
重
惜
其
亡
、
而
不
能
已
也
。
豈
惟
成
公
、
蓋
文

公
／　

朱
先
生
初
年
亦
嘗
訪
之
徑
山
。
後
有
偈
寄
公
云
、
徑
山
傳
／　

語
朱
元
晦
、
相
忘
已
在
形
骸
外
。
莫
言
多
日
不
相
逢
、

興
來
／　

常
與
精
神
會
。　

嗚
呼
、
是
未
易
與
俗
人
道
也
。
承
天
老
智
朋
／　

得
／　

成
公
眞
蹟
、
刻
石
置
山
中
、
爲
書
其

後
。
淳
祐
十
二
年
立
秋
／　

日
、
渤
海
劉
震
孫
／

　

こ
の
書
後
は
中
国
国
家
図
書
館
南
宋
重
刊
本
『
年
譜
』
・
内
閣
文
庫
江
戸
初
期
写
本
『
語
録
』
の
み
に
附
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
内
閣
文
庫
写
本
か
ら
移
録
し
、「
虜
」
一
字
は
『
宋
人
年
譜
叢
刊
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
る
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
活
字
版
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云

運

雲

荏



に
よ
っ
て
補
っ
た
。
劉
震
孫
（
一
一
九
七
？ —

 
一
二
六
八
）
の
字
は
長
卿
（
も
し
く
は
長
翁
）、
号
は
朔
齋
。
魏
了
翁
の
婿
で
あ
っ
た
。

こ
の
の
ち
三
年
後
の
宝
祐
三
年
（
一
二
五
五
）
に
広
東
提
挙
常
平
に
任
ぜ
ら
れ
、
礼
部
侍
郎
で
終
わ
っ
て
い
る
。
文
中
に
、
承
天
老

智
朋
が
さ
き
の
呂
祖
謙
真
筆
の
書
啓
を
入
手
し
て
、
こ
れ
を
碑
に
刻
ん
で
建
立
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
こ
の
書
後
を
著
し
た
と
言

う
。
智
朋
は
介
石
と
号
し
、
大
慧
の
法
系
に
属
す
。
当
時
、
平
江
府
（
蘇
州
市
）
の
承
天
能
仁
禅
院
の
長
老
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
石

碑
は
同
禅
院
に
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
呂
祖
謙
の
み
な
ら
ず
、
朱
熹
も
径
山
を
訪
ね
、
大
慧
が
朱
熹
に
偈
を
寄
せ
た

と
言
う
。
も
し
両
者
が
径
山
で
出
会
っ
た
と
す
れ
ば
、
大
慧
が
最
晩
年
に
径
山
に
再
住
し
た
隆
興
元
年
ま
で
の
五
年
間
、
朱
熹
が

三
十
歳
か
ら
三
十
四
歳
の
間
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
朱
熹
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、
彼
は
隆
興
元
年
十
月
に
臨
安
に
上
っ
て
い
る

が
、
大
慧
は
す
で
に
八
月
に
示
寂
し
て
い
る
。
両
者
の
出
会
い
は
、
お
そ
ら
く
当
時
行
わ
れ
て
い
た
伝
説
の
類
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

　
（
Ⅵ
）　

楊
棟
書
後　

宝
祐
元
年
（
一
二
五
三
）

　
　

頃
余
在
山
中
、
与
客
論
儒
釋
事
、
不
契
。
欲
戲
作 
□
是
公
傳
／

　
　

以
諷
客
。
公
以
况
道
。
公
三
子
、
曰
光
、
以
况
往
哲
。
曰
芃
、
以
况
／

　
　

今
俗
。
曰
梵
、
以
况
禪
伯
。
公
適
廣
。
光
卽
南
往
從
之
。
梵
亦
欲
／

　
　

□
公
而
北
走
、
□
行
訪
甚
苦
。
芃
、
壊
安
者
也
。
蓋
生
不
知
有
／

　
　

父
、
矧
肯
從
。
他
日
梵
爲
光
所
誚
讓
、
芃
亦
隨
讓
之
。
或
叱
芃
／

　
　

曰
、
尓
、
梵
之
罪
人
也
。
彼
与
光
雖
路
有
正
悖
、
而
求
父
之
志
／

　
　

□ 
同
、
誚
之
惟
各
則
可
。
尓
、
何
爲
者
。
且
人
子
而
不
知
父
、
則
近
／

　
　

於
禽
獣
。
尓
不
以
自
誚
而
以
誚
人
乎
。
凡
世
俗
之
誚
禪
學
／

景 38

人文科学研究　第129輯胸

イ

ロ

ハ

餌

叡

営



　
　

者
、
無
以
異
此
。
余
意
已
具
、
命
紙
筆
之
累
、
婁
百
字
、
殊
未
快
／

　
　

暢
。
悶
々
中
、
開
□
卷
得
劉
元
承
手
編
伊
川
語
。
問
、
韓
子
讀
／

　
　

墨
篇
。
程
夫
子
曰
、
楊
墨
本
學
仁
義
、
後
人
乃
不
學
仁
義
。
於
／

　
　

是
投
筆
裂
藁
、
嘆
曰
、
盡
之
矣
。
言
豈
在
多
乎
。
夫
子
不
可
尚
／

　
　

矣
。
因
喜
甚
。
懷
此
語
三
年
、
欲
得
一
知
言
者
同
其
喜
、
未
之
／

　
　

見
也
。
濬
上
人
以
成
公
帖
墨
本
來
觀
、
遂
書
其
後
。
寶
祐
癸
／

　
　

丑
四
月
壬
子
眉
山
楊
棟
／

　

こ
の
書
後
は
内
閣
文
庫
江
戸
初
期
写
本『
語
録
』の
み
に
附
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
同
写
本
か
ら
移
録
し
、
注
記
し
た
。
文

中
に
は
、
こ
の
時
重
刊
を
発
願
し
た
当
人
で
あ
る
徳
濬
が
呂
祖
謙
啓
の
拓
本
を
彼
に
呈
示
し
た
と
記
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
彼
に
跋

文
の
撰
述
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ど
う
い
う
わ
け
か
中
国
国
家
図
書
館
蔵
の
『
年
譜
』
に
は
欠
け
て
い
る
ら
し

い
が
、
こ
の
書
後
も
も
と
の
南
宋
重
刊
本
に
は
附
け
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
楊
棟
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
紹
定
二
年
（
一
二
二

九
）
の
進
士
。
景
定
年
間
か
ら
咸
淳
年
間
に
か
け
て
（
一
二
六
二
～
六
七
）
執
政
と
な
っ
た
。『
宋
史
』
巻
四
二
一
に
立
伝
さ
れ
る
。

彼
は
、
本
伝
に
も
「（
楊
）
棟
の
学
は 
諸 
を
周
（
敦
頤
）
・
程
氏
に
本
づ
き
、
海
内
の
重
望
を 
負 
う
」
と
記
さ
れ
る
篤
実
な
儒
者
で

こ
れ 

に
な

あ
っ
た
。
当
時
の
儒
教
側
の
仏
教
批
判
は
、
そ
の
彼
も
眉
を
顰
め
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ

う
禅
者
の
智
朋
や
徳
濬
は
、
大
慧
と
の
関
わ
り
を
示
す
呂
祖
謙
の
書
啓
を
奇
貨
と
し
て
、
こ
の
書
啓
を
士
人
の
あ
い
だ
に
周
知
さ
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ニ

ホ

ヘト

イ
以
下
□
は
欠
字
。　

ロ
こ
の
欠
字
は
「
從
」
字
で
あ
ろ
う
。　
 
ハ
「
壊
」
字
は
「
懷
」
字
の
誤
り
。　

ニ
「
累
」
字
は
お
そ
ら
く

「
類
」
字
。　

ホ
「
婁
」
字
は
お
そ
ら
く
「
數
」
字
。　

ヘ
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
十
八
・
伊
川
先
生
語
五
。　

ト
「
墨
本
」
二
字
は
後

人
の
補
写
の
可
能
性
が
あ
る
。



せ
る
こ
と
に
よ
り
、
儒
教
側
と
の
協
調
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　　

以
上
の
う
ち
、（
Ⅰ
）
の
張
浚
序
文
は
ひ
と
ま
ず
措
く
。（
Ⅱ
）
と
（
Ⅲ
）
は
直
接
に
は
『
語
録
』
に
か
ぎ
っ
て
附
け
ら
れ
た
序

跋
で
あ
る
。
ま
た
（
Ⅳ
）
の
呂
祖
謙
啓
の
発
現
を
承
け
て
（
Ⅴ
）（
Ⅵ
）
が
撰
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
も
、
大
慧
没
後

百
年
た
ら
ず
、
か
つ
ま
た
朱
熹
没
後
お
お
よ
そ
五
十
年
ば
か
り
の
南
宋
末
期
に
あ
っ
て
、
儒
者
か
ら
の
仏
教
や
禅
門
へ
の
批
判
は

相
当
激
烈
で
あ
り
、
い
っ
ぽ
う
、
禅
者
や
禅
な
い
し
仏
教
に
関
心
を
持
つ
士
人
の
な
か
に
は
、
そ
れ
に
抗
し
て
、
大
慧
と
朱
熹
や

呂
祖
謙
を
性
急
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
動
向
も
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

註
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陰　

張
掄
の
伝
記
は
詳
し
く
知
り
え
な
い
が
、
瓊
王
趙
仲
儡
の
女
婿
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
金
に
遣
わ
さ
れ
て
い
る
。
淳
煕
年
間
に
は
寧
武
軍

承
宣
使
な
ど
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
。『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
巻
一
五
四
・
巻
一
八
七
、『
容
齋
随
筆
三
筆
』
巻
十
四
、『
貴
耳
集
』
巻
下
。

ま
た
『
宋
人
伝
記
資
料
索
引
』
巻
三
、『
全
宋
文
』
巻
五
四
〇
三
（
四
川
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
）
の
張
掄
関
係
の
資
料

参
照
。
な
お
、
本
稿
で
以
下
に
引
用
す
る
『
全
宋
文
』
は
こ
れ
に
拠
る
。

隠
『
雲
臥
紀
談
』
巻
末
附
載
「
雲
臥
庵
主
書
」（
続
蔵
二
編
・
乙
二
一
套
・
一
冊
二
二
頁
ｃ
～
二
六
頁
ａ
）。

韻　
『
年
譜
』
巻
末
の
宗
演
跋
。
遯
庵
宗
演
は
『
五
燈
会
元
』
巻
二
〇
に
出
る
。

吋　

明
蔵
は
実
際
に
は
黄
檗
蔵
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
黄
檗
蔵
の
も
と
と
な
っ
た
明
蔵
嘉
興
蔵
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
中
華
大
蔵
経
（
北
京

版
）
漢
文
部
分
・
第
七
七
冊
所
収
の
『
年
譜
』
を
参
照
し
た
。

右　

以
下
に
つ
い
て
は
、
石
井
修
道
氏
「
大
慧
語
録
の
基
礎
的
研
究
」（
上
）（
下
）（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
一
号
・
三
三

号
、
昭
和
四
八
年
・
五
〇
年
）
を
参
照
。

宇　

書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。
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烏　
『
中
国
著
名
蔵
書
家
書
目
匯
刊
・
近
代
巻
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
五
年
）
所
収
。

羽　

瞿
啓
甲
編
・
民
国
十
一
年
常
熟
瞿
氏
鉄
琴
銅
剣
楼
影
印
本
。『
珍
稀
古
籍
書
影
叢
刊
』（
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
所
収
。

迂　
『
鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
題
跋
集
録
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
附
録
・
瞿
鳳
起
「
先
父
瞿
良
士
先
生
事
略
」（
一
九
八
二
年
）
に

は
清
末
期
に
鈔
本
百
種
を
作
成
し
た
事
情
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
年
譜
』
も
こ
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

雨　

出
版
者
未
詳
。
上
海
古
籍
出
版
社
本
（
二
〇
〇
〇
年
）
四
六
五
頁
を
も
参
照
。
な
お
、
こ
の
記
録
は
『
鉄
琴
銅
剣
楼
書
影
』
に
附
け
ら

れ
た
丁
祖
蔭
の
識
語
に
も
見
え
て
い
る
。

卯　

二
冊
本
『
語
録
』
の
書
誌
的
な
研
究
は
、
前
注
右
石
井
修
道
氏
「
大
慧
語
録
の
基
礎
的
研
究
（
上
）」
参
照
。

鵜　

前
注
石
井
氏
論
文
参
照
。
ま
た
『
新
修
成
簣
堂
文
庫
善
本
書
目
』（
お
茶
の
水
図
書
館
、
一
九
九
二
年
）
四
九
八
頁
。
成
簣
堂
文
庫
の
五

山
版
を
筆
者
は
未
見
。

窺　

卍
字
蔵
（
三
一
套
四
冊
）
所
収
『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』
は
二
冊
本
の
系
譜
に
属
す
が
、
尤 
「
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
序
」（
三
四
八
頁

ｄ
）
の
み
附
し
て
い
る
。

丑　

朱
熹
「
少
師
保
信
軍
節
度
使
魏
国
公
致
仕
贈
太
保
張
公
行
状
」（『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
巻
九
五
）。

碓　
『
年
譜
』
紹
興
八
年
の
条
、
お
よ
び
『
雲
臥
紀
談
』
巻
下
（
十
八
頁
ａ
～
ｂ
）
に
も
、
時
期
は
異
な
る
が
、
道
謙
が
張
浚
の
も
と
に
遣
わ

さ
れ
る
途
中
で
契
悟
し
た
話
を
伝
え
る
。

臼　

前
注
『
雲
臥
紀
談
』
巻
下
に
「
大
慧
先
住
径
山
語
要
、
乃
（
道
）
謙
有
衡
陽
編
次
」（
十
八
頁
ｃ
）
と
あ
る
の
を
、
大
慧
が
さ
き
に
径
山

に
住
持
し
て
い
た
と
き
の
語
要
は
、
道
謙
が
衡
陽
で
編
纂
し
た
、
と
解
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
語
録
を
指
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

渦　

余
嘉
錫
『
四
庫
提
要
弁
証
』
巻
九
（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
版
）。

嘘　

な
お
、『
文
献
通
考
』
巻
二
二
七
・
経
籍
考
五
四
も
「
大
慧
語
録
四
巻
」
と
し
、『
直
齋
書
録
解
題
』
を
引
用
。『
宋
史
』
巻
二
〇
五
・
芸

文
志
四
に
は
「
僧
宗
杲
語
録　

五
巻　

黄
文
昌
撰
」
と
す
る
が
、
そ
の
内
容
は
不
明
。

唄　

現
在
通
行
の
『
宗
門
武
庫
』
は
『
雪
堂
行
拾
遺
録
』
一
巻
と
し
ば
し
ば
合
刻
さ
れ
て
い
る
が
、『
遺
録
』
が
、
こ
の
『
雪
堂
行
拾
遺
録
』

で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

欝　

徐
元
文
に
つ
い
て
は
『
清
史
稿
』
巻
二
五
〇
、『
碑
伝
集
』
巻
十
二
な
ど
を
参
照
。
ま
た
『
清
史
稿
』
巻
一
四
六
・
芸
文
志
二
に
「
含
経

堂
書
目
四
巻
。
徐
元
文
撰
」。
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蔚　

続
蔵
二
編
・
二
六
套
・
五
冊
四
七
八
頁
ｂ
。

鰻　

前
注
右
鵜
参
照
。

姥　

前
注
丑
参
照
。

厩　
『
大
慧
禅
師
禅
宗
雑
毒
海
』
巻
下
（
続
蔵
二
編
・
二
六
套
・
一
冊
四
五
頁
ａ
～
ｂ
）。

浦　

前
注
窺
参
照
。

瓜　
『
南
宋
館
閣
録
・
続
録
』
続
録
巻
七
（
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
）
二
四
九
頁
。

閏　

徐
瑄
に
つ
い
て
は
、
魏
了
翁
「
大
理
少
卿
贈
集
英
殿
修
撰
徐
公
墓
誌
銘
」（『
鶴
山
先
生
大
全
文
集
』
巻
八
六
）
が
あ
る
。

噂　
『
宋
人
年
譜
集
目
／
宋
篇
宋
人
年
譜
選
刊
』（
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
を
参
照
。

云　
『
嘉
泰
普
燈
録
目
録
』
巻
中
（
続
蔵
二
編
・
乙
一
〇
套
・
一
冊
一
五
頁
ｃ
）、『
続
伝
燈
録
』
巻
三
二
・
目
録
（
大
正
巻
五
一
・
六
八
五
頁

ｃ
）。

運　
『
東
萊
呂
太
史
年
譜
』（『
東
萊
呂
太
史
文
集
』
附
録
本
）。

雲　

福
唐
は
福
州
福
清
県
の
こ
と
で
あ
る
が
、
福
州
を
も
言
う
。
た
と
え
ば
『
方
輿
勝
覧
』
巻
一
〇
の
福
州
の
郡
名
の
項
参
照
。

荏　
『
続
伝
燈
録
』
巻
三
二
・
目
録
（
大
正
巻
五
一
・
六
八
五
頁
ｃ
）。

餌　

劉
震
孫
に
つ
い
て
は
『
宋
人
伝
記
資
料
索
引
』
巻
五
、『
全
宋
文
』
巻
七
七
八
五
の
関
連
資
料
参
照
。

叡　

智
朋
に
つ
い
て
は
『
介
石
智
朋
禅
師
語
録
』
一
巻
（
続
蔵
二
編
二
六
套
二
冊
所
収
）
が
現
存
す
る
。

営　

王
懋
竑
『
朱
子
年
譜
』
巻
一
上
。

 （
附
記
）
本
稿
は
、
首
届
河
北
供
趙
州
禅
・
臨
済
禅
・
生
活
禅
僑
学
術
論
壇
（
中
国
・
石
家
荘
市
、
二
〇
一
一
年
五
月
）
に
お
い
て
、「
中
国

国
家
図
書
館
蔵
《
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
》
初
探
」
と
題
し
て
発
表
し
た
原
稿
に
も
と
づ
い
て
い
る
。




